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　　日本においては、熱中症は、予防法がある程度

確立されているものの、運動をする者が対象であ

　り、熱中症発生のリスク要因である高齢者を対象
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としているとはいえない。そこで、本研究では、

熱中症のハイリスク・グループである高齢者を対

象として、暑熱環境下における高齢者の体温変化

とその要因について明らかにすることを、目的と

した。

　調査対象は、老人保健施設に入所している高齢

者13名（平均年齢88．6歳）である。調査方法は、

1）1日4回（7時、ll時、16時、20時）の体温

測定、2）入所している環境測定　3）生活の状

況（服装、水分摂取量、体重、入浴時間）である。

体温測定は、腋窩温と鼓膜温の測定とし、鼓膜音

は誤差を少なくするため、2回測定し、高い値を

有効とした。入所している環境については、

WBGTIOl（ISO－7243）を用いて測定し、湿球温・

乾球温・湿度・黒球温度の4つを測定し、暑熱環

境の指標の一つとされているWBGTを算出した。

生活の状況については、看護師及び介護士による

観察からデータを得た。調査期間は、2000年7月

から8月までの2ヶ月間とした。

　データ収集を実施した夏の環境は、気温の急激

な上昇はみられなかった。また38度以上の発熱者

はみられなかったが、37．5～38．0度までの発熱者

が2～3日おきに1～2名みられた。特に体重あ

たりの水分摂取量との関連をみると、毎日気温に

関係なく、同じ量を飲んでいるグループ・気温の

上昇に数日遅れて量を増やすグループ・気温の上

昇に合わせて量を増やすグループに分けられた。

このことから、体温と水分摂取量と暑熱に関連が

あることが示唆された。特に、熱中症予防におい

て、水分摂取量が減少することが多い高齢者に対

し、暑熱に合わせた摂取量を調整していく必要性

を今後検討することが課題である。

一 98一


